
園芸療法シンポジウムのご案内 

リハビリテーションとして、花や緑を育てたり扱ったりする活動のことを、園芸

療法といいます。この園芸療法について、高齢者介護施設での事例を通して、わか

りやすく解説するシンポジウムを開催します。 

園芸療法の概念はもとより、園芸体験モデル事業の概要や参加施設の発表、優良

事例の紹介、意見交換など、実践に向けたヒントが満載です。 

 

■ 主 催 ―――――――――――――――――――――――――――――――――― 

神奈川県花き・植木振興地域協議会 

後援(予定)：神奈川県老人保健施設協会、ＮＰＯ法人日本園芸療法研修会  

■ 開催概要 ――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日 時：平成 2９年 3 月３日（金）９ :30～11:30（受付９:０0～） 

場 所：メルパルク横浜２階 Kohaku（コハク） 

所在地 〒231-0023 神奈川県横浜市中区山下町１６ 

   電  話 045-662-2221 

会 費：無 料 

■ プログラム（予定） ―――――――――――――― 

○ 園芸体験モデル事業について（県農業振興課） 

○ 園芸療法について（NPO 法人日本園芸療法研修会） 

○ 平成 28 年度モデル事業実施施設の感想 

○ 過年度モデル事業からの発展事例 

○ ディスカッション・質疑応答 

■ 申し込み方法 ――――――――――――――――― 

（裏面の申込書）により、２月 17 日（金）までに 

神奈川県花き・植木振興地域協議会事務局あてにご連絡をお願いします。 

 園芸療法って何？ 

 どんな効果があるの？ 

 やりかたは難しいの？

費用は？ 

 うちの施設でもできる

かな？ 

 実施施設の感想を聞い

てみたい。 

○園芸療法では、植物に触れることで五感を刺激するとともに、手先を使うことで脳にも刺激

を与えます。また、成長することの楽しみや育てていることの満足感、周囲の人との共感が

得られ、生活の中に彩りや季節感をそえます。  

 

○平成 26～28 の３年間で、計 15 施設において植物を取り入れる活動を行いました。  

本モデル事業では、寄せ植えを作り、育てた花を使ってフラワーアレンジメントや押し花を

作り、また、その押し花を用いた作品づくりを実施しました。  

 

○実施した施設からは、「あんな笑顔初めて見た」「お花の成長を楽しみにされ、会話が増えた」

「ご自分で水やりをされるなど、積極的になられた」「ハサミを扱うことができるのに、取

り上げてしまっていた」などのご感想をいただいています。  

 平成 28 年度国産花きイノベーション推進事業  



 

（別紙） 

園芸療法シンポジウム参加申込書 

 

送信先：神奈川県花き・植木振興地域協議会事務局 行 

ファクシミリ：０４５－４７９－９７１１ 

 

所属・施設名  

担当者名  

電話番号  ファクシミリ  

電子メール 

（任意） 
 

希望人数  

気になっている

こと等（任意） 

 

 

 

 

 

※応募が予定を上回った場合は、調整をお願いする場合がございますので、

ご了承ください。 

 

 

申込期限：平成 2９年 2 月 17 日（金） 

 

開催内容についての不明点は、神奈川県花き・植木振興地域協議会 

事務局（神奈川県園芸協会内）までお問い合わせください。 

 

電    話：０４５－４７９－９７１０ 

ファクシミリ：０４５－４７９－９７１１ 

電 子 メ ー ル：engei@kanagawa-enkyo.jp 


